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◇
木
島
地
区
集
落
館
役
職
員
研
修
会

及
び
地
区
人
権
同
和
学
習
会

　

３
月
21
日
（
金
）、
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

一
部
で
は
、「
様
々
な
人
権
課

題
と
同
和
問
題
」
と
題
し
、
人
権

同
和
教
育
指
導
員
の
田
中
秀
穂
さ

ん
に
講
話
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
身
近
な
人
権
課
題
の
具
体
事

例
を
掲
げ
て
の
お
話
で
、
考
え
さ

せ
ら
れ
る
も
の
で
し
た
。

　

二
部
で
は
、「
善
光
寺
地
震
と

木
島
」
に
於
い
て
は
、
飯
山
公
民

館
長
の
長
瀬
哲
さ

ん
に
「
弘
化
四
年

に
発
生
し
た
善
光

寺
地
震
に
お
け
る

木
島
地
区
の
被
害

概
要
」
等
を
詳
細

に
わ
た
り
お
話
を

し
て
い
た
だ
き
、

改
め
て
防
災
の
大

切
さ
を
教
わ
り
ま

し
た
。

◇
「
第
57
回
楽
し
い
集
い
」
開
催

　

３
月
16
日
、「
第
57
回
楽
し
い

集
い
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
ピ
ン
ポ
ン
大
会
が
行
わ
れ
た
東

小
学
校
体
育
館
、
囲
碁
・
将
棋
・

麻
雀
・
オ
セ
ロ
大
会
が
行
わ
れ
た

瑞
穂
公
民
館
と
も
に
、
多
く
の
地

区
の
皆
さ
ん
が
集
ま
り
、
熱
気
が

溢
れ
ま
し
た
。
ピ
ン
ポ
ン
大
会
に

は
一
般
・
子
ど
も
の
部
と
も
、
18

チ
ー
ム
が
出
場
し
、
楽
し
く
も

熱
い
戦
い
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し

た
。
会
場
で
は
、
各
種
目
で
競
い

合
い
だ
け
で
な
く
、
久
し
ぶ
り
に

会
っ
た
人
と
の
話
に
花
が
咲
く
光

景
も
見
ら
れ
、
瑞
穂
地
区
の
絆
の

深
ま
る
一
日
に
な
っ
た
よ
う
で

す
。結
果
は
以
下
の
と
お
り
で
す
。

〈
ピ
ン
ポ
ン
〉
一
般
の
部

　
　
優　
勝　
柏　
尾
Ａ

　
　
準
優
勝　
関
沢
レ
ッ
ド

　
　
第
３
位　
中　
組
Ａ

〈
ピ
ン
ポ
ン
〉
子
供
の
部

　
　
優　
勝　
戸
那
子
Ａ

　
　
準
優
勝　
富　
田
Ａ

　
　
第
３
位　
戸
那
子
Ｂ

〈
囲
碁
〉
優　
勝　
金
井
一
彦
（
関
沢
）

〈
麻
雀
〉
優　
勝　
府
川
亮
介
（
中
組
）

〈
将
棋
〉
一
般
の
部

　
　
優　
勝　
小
林
盛
志
（
柏
尾
）

〈
将
棋
〉
子
供
の
部

　
　
優　
勝　
岡
本
千
優
（
関
沢
）

〈
オ
セ
ロ
〉
一
般
の
部

　
　
優　
勝　
小
林
昇
一
（
針
田
）

〈
オ
セ
ロ
〉
子
供
の
部

　
　
優　
勝　
高
澤　
剣
（
神
戸
）

◇
外
様
地
区
人
権
教
育
学
習
会

　
３
月
24
日
（
月
）
外
様
地
区
公

民
館
で
開
催
。
講
師
に
元
長
野
市

教
育
長
の
奥
村
秀
雄
先
生
を
お
招

き
し
、『
人

の
「
や
さ
し

さ
」
を
大
切

に
～
布
施
の

教
え
に
学
ぶ

～
』と
題
し
、

人
権
問
題
に

つ
い
て
講
演

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
参
加
さ
れ
た
方
々
は
、
講
師
の

経
験
か
ら
の
話
を
と
て
も
熱
心
に

聞
い
て
お
り
「
や
さ
し
さ
＝
思
い

や
り
」
な
ど
、
色
々
わ
か
り
や
す

く
学
習
し
ま
し
た
。

◇
ギ
フ
チ
ョ
ウ
・
ヒ
メ
ギ
フ
チ
ョ
ウ

・
カ
タ
ク
リ
の
花
観
察
会

　
５
月
11
日
（
日
）
黒
岩
山
に
て

開
催
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
午
前

９
時
信
濃
平
観
光
協
会
駐
車
場
へ

集
合
く
だ
さ
い
。
※
詳
し
く
は
、

外
様
公
民
館
ま
で

◇
富
倉
地
区
雪
上
運
動
会

　
３
月
９
日
（
日
）、
当
日
は
晴

天
に
恵
ま
れ
、
大
勢
の
区
民
に
参

加
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

少
子
高
齢
化

の
た
め
、
４

地
区
対
抗
戦

に
は
な
り
ま

せ
ん
が
、
そ

れ
で
も
熱
戦

が
繰
り
広
げ

ら
れ
ま
し
た
。

◇
高
級
和
牛
争
奪
戦

　

３
月
２
日
（
日
）、
今
年
も
常

盤
地
区
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
大
本
命

で
あ
っ
た
昨
年
度
優
勝
チ
ー
ム
の

Team

○
国
が
家
族
旅
行
で
不
参

加
の
中
、
山
一
屋
の
高
級
和
牛
を

賭
け
激
し
い
死
闘
が
繰
り
広
げ
ら

れ
ま
し
た
。

　

高
級
和
牛
を
ゲ
ッ
ト
で
き
た

方
々
、
慰
労
会
は
盛
大
に
で
き
ま

し
た
か
？

◇
第
２
回
常
盤
地
区

ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

〈
一
般
の
部
〉

　
優　
勝　
大
塚
ハ
イ
パ
ワ
ー
ズ

　
準
優
勝　
焼
肉
フ
ァ
イ
ア
ー
ズ

　
第
３
位　
下
水
沢
乙
女
組

〈
混
合
の
部
〉

　
優　
勝　
柳
新
田
Ｂ

　
準
優
勝　
大
塚
ビ
ュ
ー
テ
ィ
ー
ズ

◇
太
田
地
区
球
技
大
会

　
６
月
22
日
（
日
）

　

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
、
ソ
フ
ト
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
、
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
の

各
競
技
を
開
催
し
ま
す
。

◇
つ
る
細
工
講
習
会

　

５
／
19
、
６
／
２
、
16
、
７

／
７
の
各
月
曜
日
、
午
後
１

時
30
分
～
午
後
３
時
30
分　

会

場
・
申
込
み　
太
田
公
民
館
（
�

４
５
７
９
）

◇
囲
碁
・
将
棋
・
麻
雀
大
会

　

去
る
３
月
２
日
（
日
）、
岡
山

活
性
化
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　
例
年
よ
り
少
な
い
参
加
者
で
し

た
が
、
囲
碁
の
部
の
２
位
に
小
学

生
が
入
賞
す
る
な
ど
、
楽
し
い
ひ

と
時
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
た
よ

う
で
す
。

　
ま
た
、
併
せ
て
開
催
さ
れ
た
中

国
餃
子
を
楽
し
む
会
に
は
、
小
学

生
や
近
く
の
お
母
さ
ん
た
ち
に
大

勢
ご
参
加
い
た
だ
き
、
中
国
か
ら

地
元
に
い
ら
し
て
い
る
４
名
の
講

師
に
水
餃
子
と
と
も
に
、
さ
ま
ざ

ま
な
中
国
料
理
を
教
え
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

人 権
学習シリーズ

　
行
事
な
ど
で
市
の
公
民
館
に
来
館
さ

れ
た
お
母
さ
ん
に
連
れ
ら
れ
、
廊
下
を

無
邪
気
に
走
り
、
戯
れ
て
い
る
幼
児
に

遭
遇
す
る
と
自
分
に
は
、
体
験
が
な
い

に
も
拘
わ
ら
ず
六
十
年
余
の
時
を
超
え

て
、
満
蒙
開
拓
で
非
業
の
最
期
を
遂
げ

た
子
ど
も
た
ち
の
顔
が
瞬
時
に
イ
メ
ー

ジ
化
さ
れ
る
こ
と
が
多
く
あ
る
。
阿
智

村
の
僧
侶
で
残
留
孤
児
の
帰
国
支
援
や

肉
親
捜
し
に
生
涯
を
捧
げ
ら
れ
た
故
山

本
慈
昭
さ
ん
の
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
を

見
て
か
ら
顕
著
に
な
っ
た
よ
う
な
気
が

す
る
。
戦
後
ま
も
な
く
藤
原
て
い
さ

ん
が
書
か
れ
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
に
な
っ

た
「
流
れ
る
星
は
生
き
て
い
る
」
を
青

春
期
に
読
ん
だ
時
の
衝
撃
と
感
動
は
未

だ
に
忘
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
親
父

の
兄
で
あ
る
準
蔵
伯
父
と
伯
母
そ
し
て

二
人
の
幼
児
も
敗
戦
の
前
後
、
そ
の
よ

う
な
時
代
の
犠
牲
に
な
り
、
家
族
四
人

が
北
満
の
地
に
果
て
た
間
接
的
な
記
憶

が
自
分
の
脳
裏
に
沈
着
し
て
離
れ
な

い
。
手
元
に
あ
る
「
満
州
に
於
け
る
金

井
準
蔵
と
そ
の
家
族
」
と
言
う
小
冊
子

は
、
長
兄
喜
久
一
郎
が
昭
和
四
十
年
に

刊
行
し
た
も
の
だ
。
自
分
の
書
斎
か
ら

見
え
る
隣
部
屋
に
は
、
合
成
さ
れ
、
寄

り
添
っ
た
４
人
家
族
の
遺
影
が
飾
ら
れ

て
い
る
。
何
か
を
語
り
か
け
て
く
る
よ

う
だ
。

　
木
島
平
村
の
高
山
す
み
子
さ
ん
が

著
さ
れ
た
「
ノ
ノ
さ
ん
に
な
る
ん
だ

よ
」
は
、
後
世
に
伝
え
る
べ
き
慟
哭
の

手
記
で
あ
る
。
長
野
県
が
誇
る
著
名
な

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
で
あ
る
本
多
勝
一
さ

ん
の
「
中
国
の
日
本
軍
」「
中
国
の
旅
」

や
千
田
夏
光
さ
ん
の
「
従
軍
慰
安
婦
」

(

正)

（
続
）、
森
村
誠
一
さ
ん
の
「
悪

魔
の
飽
食
」
か
ら
は
、
自
分
た
ち
の
時

代
に
は
、
学
校
で
は
決
し
て
教
え
て
い

な
か
っ
た
重
い
歴
史
的
事
実
を
初
め
て

知
っ
た
も
の
だ
。

　
最
近
、
２
本
の
ビ
デ
オ
映
画
を
観

る
機
会
を
も
っ
た
。「
ア
ン
ネ
の
日
記
」

と
「
禁
じ
ら
れ
た
遊
び
」
で
あ
る
。
い

ず
れ
も
戦
争
の
悲
劇
を
告
発
し
て
止
ま

な
い
。
フ
ラ
ン
ク
ル
の
「
夜
と
霧
」
ド

イ
ツ
強
制
収
容
所
の
体
験
記
録
を
読
ま
れ
た

こ
と
は
あ
る
だ
ろ
う
か
。
解
剖
学
者
の

養
老
孟
司
さ
ん
も
高
校
生
に
お
薦
め
の

本
の
一
冊
に
挙
げ
て
お
ら
れ
る
。
平
和

を
当
り
前
に
思
っ
て
い
る
ぬ
る
ま
湯
の

脳
裏
に
深
刻
な
稲
妻
が
走
る
に
違
い
な

い
。

　
広
島
・
長
崎
の
原
爆
や
東
京
大
空
襲

の
悲
劇
は
、
言
う
に
及
ば
な
い
。
峠
三

吉
、
原
民
喜
の
叫
び
を
聞
こ
う
。
丸
木

夫
妻
の
「
原
爆
の
図
」
を
見
よ
う
。
中

沢
啓
治
さ
ん
の
漫
画「
は
だ
し
の
ゲ
ン
」

は
、
世
界
各
国
で
翻
訳
さ
れ
、
高
い
評

価
を
受
け
て
い
る
。
２
０
０
４
年
に
発

刊
さ
れ
後
に
映
画
に
も
な
っ
た
、
こ
う

の
史
代
さ
ん
の
漫
画
「
夕
凪
の
街　
桜

の
国
」
は
、
第
九
回
手
塚
治
虫
文
化

賞
新
生
賞
を
受
賞
さ
れ
た
作
品
で
あ
る

が
、
原
爆
を
経
験
し
な
か
っ
た
世
代
の

中
か
ら
、
こ
の
よ
う
な
作
品
が
現
れ
た

こ
と
は
ほ
と
ん
ど
奇
跡
で
あ
る
と
、
か

の
哲
学
者
鶴
見
俊
輔
に
言
わ
し
め
た
絶

賛
に
値
す
る
漫
画
で
あ
る
。

　
谷
川
俊
太
郎
作
詞
・
武
満
徹
作
曲

の
「
死
ん
だ
男
の
残
し
た
も
の
は
」
と

「
戦
争
を
知
ら
な
い
世
代
こ
そ
戦
争
を
学
ぼ
う
！

　

平
和
を
語
ろ
う
！
」

飯
山
市
教
育
委
員
会
事
務
局　

管
理
学
習
課
長
（
兼
）
図
書
館
長 　

金 

井  

晃

い
う
歌
が
あ
る
。
反
戦
歌
の
名
曲
と
し

て
色
ん
な
人
が
カ
ヴ
ァ
ー
し
て
い
る
。

初
演
は
、
１
９
６
５
年
で
あ
る
が
、
三

番
の
歌
詞
が
切
な
い
。「
死
ん
だ
子
ど

も
の
残
し
た
も
の
は　
ね
じ
れ
た
脚
と

乾
い
た
涙　
他
に
は
何
も
残
さ
な
か
っ

た　
思
い
出
ひ
と
つ
残
さ
な
か
っ
た
」。

何
時
の
時
代
も
決
ま
っ
て
子
ど
も
た
ち

が
犠
牲
に
な
り
、
未
だ
に
世
界
中
に
戦

争
の
な
い
時
代
は
到
来
し
て
い
な
い
。

　
童
話
屋
が
子
供
向
け
に
出
し
て
い
る

「
日
本
国
憲
法
」「
あ
た
ら
し
い
憲
法
の

は
な
し
」
を
手
元
に
置
き
た
い
。
戦
争

を
知
ら
な
い
世
代
が
、
知
っ
て
い
る
世

代
か
ら
学
び
、
子
ど
も
た
ち
の
世
代
に

語
る
こ
と
。
平
和
の
尊
さ
を
教
え
て
い

く
こ
と
が
こ
ん
な
に
も
大
切
な
時
代
は

な
い
。
美
空
ひ
ば
り
は
、「
一
本
の
鉛
筆
」

（
詞
・
松
山
善
三
）
で
「
一
本
の
鉛
筆

が
あ
れ
ば
、『
戦
争
は
い
や
だ
』
と
私

は
書
く
…
」
と
歌
っ
た
。

　
３
月
９
日
に
教
育
テ
レ
ビ
の
Ｅ
Ｔ
Ｖ

特
集
で
「
憲
法
九
条　
今
こ
そ
旬
」
と

い
う
言
葉
を
生
み
出
し
、
九
条
擁
護
の

先
頭
に
立
っ
て
い
た
、
今
は
亡
き
小
田

実
が
病
床
か
ら
語
っ
た
こ
と
ば
を
真
摯

に
受
け
止
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
時

代
の
多
数
を
占
め
る
に
至
っ
た
戦
争
を

知
ら
な
い
世
代
こ
そ
戦
争
を
学
ぼ
う
！

平
和
を
語
ろ
う
！
そ
し
て
平
和
を
守
ら

ね
ば
な
ら
な
い
。

　
「
千
年
後
の
子
ど
も
た
ち
に
残
す
も

の
ー
青
い
星
、
地
球
。
そ
こ
に
生
ま
れ

て
く
る
子
ど
も
た
ち
に
ぼ
く
た
ち
が
約

束
す
る
も
の
。
そ
れ
は
、
あ
ら
ゆ
る
い

の
ち
が
、幸
せ
に
生
き
る
権
利
だ
。」（
童

話
屋
編
集
子
）

　

飯　
山　
市　
美　
術　
館

　
郷
土
が
生
ん
だ
偉
大
な
画
家
・

長
谷
川
青
澄
先
生
（1916

～

2004
）
の
日
本
画
作
品
『
朱
鷺
の

譜
』『
水
の
清
滝
』『
長
松
下
』
の

修
復
が
無
事
終
了
し
、
４
月
か
ら

常
設
展
示
で
の
紹
介
を
再
開
し
ま

し
た
。

　

こ
れ
ら

３
点
の
日

本
画
は
、

い
ず
れ
も

院
展
に
出

品
さ
れ
た

こ
と
の
あ

る
大
作
で
、『
朱
鷺
の
譜
』
と
『
水

の
清
滝
』
は
長
谷
川
先
生
か
ら
、

長
谷
川
青
澄
作
品
修
復
作
業
無
事
終
了

ま
た
、『
長
松
下
』は
村
松
亘
様
（
市

出
身
東
京
都
在
住
）
か
ら
ご
寄
贈
を

い
た
だ
い
た
作
品
で
す
。
修
復
に

は
準
備
期
間
も
含
め
て
長
期
に
亘

る
時
間
を
必
要
と
し
た
た
め
、
今

回
の
展
示
は
実
に
６
年
ぶ
り
と
な

り
ま
す
。
ぜ
ひ
、
美
術
館
へ
お
出

か
け
い
た
だ
き
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　飯山市美術館では、２階ギャラリーを市民の芸術団体に開
放（有料）することになりました。利用可能時期は平成20年
11月からですが、お申し込みは４月から受付いたします。詳
しくは、飯山市美術館℡�１５０１までお問い合わせください。　

３
月
25
日
、瑞
穂
公
民
館
で
開
催
。

小
学
生
か
ら
80
代
の
方
ま
で
30
名
以

上
も
の
参
加
者
が
約
３
時
間
か
け
て

ビ
ニ
ー
ル
紐
を
使
っ
た
ぞ
う
り
作
り

に
挑
戦
し
ま
し
た
。
講
師
に
は
、
地

区
内
の
ぞ
う
り
作
り
愛
好
者
の
方
２

名
と
日
頃
か
ら
布
ぞ
う
り
を
製
作
販

売
し
て
い
る「
棚
田
の
杜
ほ
く
ず
い
」

の
皆
さ
ん
を
お
招
き
し
ま
し
た
。
初

挑
戦
の
子
ど
も
た
ち
は
も
ち
ろ
ん
、

昔
の
記
憶
を
呼
び
覚
ま
し
な
が
ら
の

方
々
も
最
初
は
悪
戦
苦
闘
で
し
た

が
、
熱
心
な
講
師
の
指
導
に
よ
り
、

最
後
に
は
世
界
に
１
足
の
マ
イ
ぞ
う

り
が
で
き
あ
が
り
ま
し
た
。

瑞
穂
公
民
館
主
事　
大
口

地区の
話　題

春
休
み｢

ぞ
う
り
作
り｣

体
験飯

山
市
瑞
穂
公
民
館

主
　

 
事

　
　

   
会

の　
き
動

　
平
成
19
年
度
当
初
よ
り
主
事
会

で
進
め
て
い
た
「
集
落
公
民
館
運

営
の
手
引
き
」
編
集
作
業
が
、
３

月
に
終
了
し
ま
し
た
。

　
手
引
き
で
は
、
市
内
集
落
（
字

町
）
公
民
館
の
ご
協
力
を
い
た
だ

き
実
施
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
の
情
報

も
掲
載
す
る
こ
と
が
で
き
、
集
落

の
公
民
館
運
営
の
参
考
に
し
て
い

た
だ
く
こ
と
は
も
と
よ
り
、
各
集

落
公
民
館
の
情
報
も
ご
覧
い
た
だ

き
な
が
ら
、
交
流
も
深
め
て
い
た

だ
け
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
参
考
資
料
と
し
て
「
飯

山
市
公
民
館
講
座
開
催
実
績
」
も

掲
載
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
講
座

開
催
の
参
考
に
し
て
い
た
だ
け
れ

ば
と
思
い
ま
す
。

　
「
集
落
公
民
館
運
営
の
手
引
き
」

は
、
各
地
区
公
民
館
を
つ
う
じ
て
、

研
修
会
等
の
資
料
と
し
て
活
用
し

て
い
く
方
針
で
す
。

　
主
事
会
で
は
、
今
回
の
発
行
を

最
後
と
せ
ず
、
数
年
毎
に
最
新
の

情
報
を
載
せ
、
発
行
し
て
い
く
べ

き
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

「
集
落
公
民
館
運
営

の
手
引
き
」
完
成

　

瑞　
穂　
　
　

　

木　
島　
　
　

　

富　
倉　
　
　

　

外　
様　
　
　

　

岡　
山　
　
　

　

常　
盤　
　
　

　

太　
田　
　

　
出
来
上
が
っ
た
料
理
は
囲
碁
・

将
棋
・
麻
雀
大
会
参
加
者
と
と
も

に
試
食
。
普
段
は
味
わ
え
な
い
料

理
に
、
参
加
者
は
大
満
足
の
よ
う

で
し
た
。

白熱！スリッパ飛ばし

『水の清滝』

『朱鷺の譜』


